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○名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
環境材料研究グループの成果報告 教　授　羽田政明
エネルギー材料研究グループの成果報告

准教授　白井　孝
材料機能研究グループの研究報告 教　授　安達信泰
材料設計研究グループの成果報告 教　授　井田　隆
材料創製研究グループの成果概要 教　授　藤　正督

○岐阜県セラミックス研究所
東濃四試験研究機関の事業・機器紹介 尾畑成造

○特別講演会
Ⅰ「釉テストピースの活用」
講師：産業技術総合研究所 中部センター 無機機能

材料研究部門 粒子機能化技術グループ 上級
主任研究員 杉山豊彦氏

Ⅱ「 妄想実験のすすめ̶」
講師：名古屋工業大学 先進セラミックス研究セン

ター教授 太田敏孝

○ポスターセッション
＜先進機能材料研究部門　環境材料研究 ＞
「赤外吸収分光法を利用したパラジウム触媒上での三元
触媒反応解析」 中村悠一郎・羽田政明

「一酸化炭素の低温酸化を実現する酸化コバルト系複合
酸化物触媒の開発」 河口優祐・羽田政明

「細孔構造が異なるシリカに担持したパラジウム触媒上
でのメタン完全酸化反応」 伊藤義高・羽田政明

「金属酸化物に担持したイリジウム触媒の三元触媒特性」
鈴木　拓・羽田政明

「高温排ガス中の窒素酸化物を直接分解できる複合酸化
物触媒の探索」 竹中啓太・羽田政明

「脱合金酸化法により作製した酸化セリウムの特異な
挙動」 ・羽田政明

＜先進機能材料研究部門　材料資源研究 ＞
「美濃古窯陶片（瀬戸黒、白天目）と再現品の比較分析」

岩瀬信洋・安達信泰・太田敏孝
「コンニャク石構造を模倣した非接着ブロック集合体の

作製と評価」 岩屋　遼・安達信泰・太田敏孝

＜先進機能材料研究部門　エネルギー材料研究 ＞
「マイクロ波磁場加熱による金属酸化物創製とその応用」

加藤邦彦・洪　正洙・辛　韵子・白井　孝
「加熱下における水酸化アパタイトの構造変化とラジカ
ル生成挙動」
赤木琢真・辛　韵子・洪　正洙・西川治光・白井　孝
「メカノケミカル還元法による 複合粒子の合成
とその反応メカニズムの解明」
野田啓尊・辛　韵子・洪　正洙・仙名　保・藤　正督

白井　孝
「 粉体の構造変化とその応用」

・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
「ヘキサメチレンテトラミンの熱分解による水酸化アパ
タイトの合成」
安藤友里・辛　韵子・伊藤明子・洪　正洙・白井　孝
「メカノケミカル処理によるフライアッシュの活性化と
その応用」
亀山健吾・加藤日奈子・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝

「ゾルゲル法による 複合粒子の作製とその
応用」
小林史明・辛　韵子・小黒ちはる・洪　正洙・白井　孝

「ケイ酸塩化合物中における金属酸化物の構造及びその
機能性の評価」

紫藤壮大・洪　正洙・辛　韵子・白井　孝
「セルロースナノファイバーを利用した住宅部品高断熱
化による 削減」
文　明・室井優美・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝

＜先進材料設計研究部門　材料創製研究 ＞
「液相沈殿法を用いたサーモクロミック性を有する二酸
化バナジウム粒子の合成」

安藤雅文・ ・中島佑樹・高井千加
・石原真裕・藤　正督

「炭素複合 無焼成固化体の微構造設計と特性評価」
後藤理乃・ ・ ・冨岡達也
吉村勝幸・高井千加・

石原真裕・藤　正督

平成 29 年度　先進セラミックス研究センター　成果発表会
主催：名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
共催：東濃四試験研究機関協議会（岐阜県セラミックス研究所・多治見市陶磁器意匠研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　土岐市立陶磁器試験場・瑞浪市窯業技術研究所）
　　　場所：名古屋工業大学大学先進セラミックス研究センター駅前地区講義室
　　　日時：平成 年 月 日（金） ～
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「アンモニア水中での の反応性評価」
小森大輔・高井千加・

石原真裕・藤　正督
「 、アンモニア、水酸化ナトリウムを用いた中空
シリカナノ粒子の合成」

則竹将志・中島佑樹・高井千加
・石原真裕・藤　正督

「非水系スラリーの分散性評価装置の研究開発」
前島悠作・東　克典・高井千加

・石原真裕・藤　正督
「スケルトン粒子の合成におけるシリカフレーム構造制御」

池田弘樹・藤本恭一・中島佑樹・高井千加
・石原真裕・藤　正督

「無焼成セラミックスの強度発現における空隙率の影響」
石田　元・ ・高井千加

・石原真裕・藤　正督
「シリカ セルロースナノファイバー無焼成固化体の作製」

川端秀明・ ・土本順造
高井千加・ ・石原真裕

藤　正督
「アルカリ活性シラスの低温膨張メカニズムの解明」

濱崎昂壱・中山一朗・高井千加
・石原真裕・藤　正督

「シリカ二粒子間固体架橋の強度評価」
麻生将司・高井千加・

石原真裕・藤　正督
「ポリアクリル酸 フッ化塩水溶液を用いた中空シリカ
粒子の迅速合成手法の提案」

高須基暢・中島佑樹・高井千加
・石原真裕・藤　正督

「炭化ケイ素セラミックスの作製とその熱伝導評価」
堀　雅裕・本庄由美子・高井千加

・石原真裕・藤　正督

＜先進材料設計研究部門　材料機能研究 ＞
「金属微粒子とビスマス鉄ガーネットの複合膜の合成と
磁気光学特性」 五十嵐　学・太田敏孝・安達信泰

「ビスマス鉄ガーネット薄膜中の金属ナノ粒子による磁
気光学効果の増大と増大領域に関して」

大橋厚哉・太田敏孝・安達信泰
「中空フェライトの合成」

林　勇治・太田敏孝・安達信泰
「 法による希土類置換型ガーネットの合成と磁気
共鳴」 大下瞭雄・太田敏孝・安達信泰

「有機金属分解法による亜鉛フェライトの合成と磁気特性」
中田勇輔・太田敏孝・安達信泰

「有機金属分解法を用いた磁性ガーネットフォトニック
結晶に関する研究」 若宮志晴・太田敏孝・安達信泰

＜先進材料設計研究部門　材料設計研究 ＞
「二次元検出器を用いた粉末回折システム装置パラ
メータのモンテカルロ法による最適化」

大川原健介・井田　隆
「粉末Ｘ線回折における微小吸収効果のシミュレー
ション」 近藤陸弥・井田　隆

「粉末Ｘ線回折強度の統計解析による結晶粒径評価」
野田朋宏・井田　隆
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国立大学法人名古屋工業大学 先進セラミックス研究センター

公開講座報告（2017 年度）

「人の暮らしに貢献する代替材料」

日　　　時：平成 年 月 日（水）　 　
場　　　所：名古屋工業大学　多治見駅前地区クリスタルプラザ講義室
　　　　　　（多治見市本町 丁目 　クリスタルプラザ多治見４ ）
講　習　料：無料
対　象　者：大学生、大学院生、研究者、技術者

プログラム
　　　　　　 ： ： 　主催者挨拶
　　　　　　 ： ： 　「環境 エネルギー分野に貢献するセラミックス代替材料」
　　　　　　　　　　　　　　准教授　白井　孝
　　　　　　 ： ： 　「光触媒技術とその応用」
　　　　　　　　　　　　　　特任助教　洪　正洙
　　　　　　 ： ： 　休憩
　　　　　　 ： ： 　「生体代替材料開発とその事業化」
　　　　　　　　　　　　　　㈱ 品質技術室長 客員教授　久留島豊一
　　　　　　 ： ： 　「環境に優しいナノシリコーンを用いた次世代 の開発」
　　　　　　　　　　　　　　特任助教　辛　韵子
　　　　　　 ： ： 　質疑応答、終了
　　　　　　 ： ： 　セラ研駅前地区見学（希望者のみ）

概　要：
　我々は地球温暖化や大気汚染などの環境問題、化石燃料や希少資源の枯渇化、高齢化社会など、様々な社会問題を抱
えている。セラミックス技術はすべての工業技術の中で最も古い歴史を持ち、長い間、環境や人々の暮らし、ニーズに
調和、迎合しながら進歩してきた。近年では、電子材料や磁性材料、光学材料などエネルギー変換技術や情報通信技術
を支える基盤的な材料技術の他、ナノスケールの構造制御や生体機能性材料、複合化による機能性の向上など、高いレ
ベルで環境や人の暮らしと調和する技術開発が行われている。
　本講座では、環境や人の暮らし、社会問題に貢献するセラミックス技術開発について実例を交えて紹介し、これらの
基礎となる粒子合成技術や粉体評価手法について講義した。セラミックス材料、生体材料、金属材料などの様々な材料
のみならず機械装置メーカーやシステム開発を取り扱う研究者、技術者など様々な業種の方や一般市民にも多数ご参加
いただいた。

実施責任者：白井　孝
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国立大学法人名古屋工業大学 先進セラミックス研究センター
 生命 ･応用化学科 環境セラミックス分野

公開講座案内（2018 年度）

「グリーンテクノロジーに資する機能性材料」

平成 年度名古屋工業大学先進セラミックス研究センターおよび生命・応用化学科環境セラミックス分野公開講座は、
下記の要領で 月 日に開催の予定です。

（実施責任者：羽田政明）

日　　　時：平成 年 月 日（木）　 － （予定）
場　　　所：名古屋工業大学　多治見駅前地区クリスタルプラザ講義室
　　　　　　（多治見市本町 丁目 　クリスタルプラザ多治見 ）
参　加　費： 円／人
対　象　者：一般の方

プログラム
　　　　　　 ： ： 　主催者挨拶　センター長
　　　　　　 ： ： 　「環境浄化触媒材料（仮題）」　教授　羽田政明
　　　　　　 ： ： 　「エネルギー変換セラミックス材料（仮題）」　客員教授　左合澄人
　　　　　　 ： ： 　休憩
　　　　　　 ： ： 　「機能性セラミックス材料の合成（仮題）」　未定
　　　　　　 ： ： 　質疑応答

概要：
　セラミックスは工業的に重要な機能性材料です。中でも、触媒や燃料電池材料などはエネルギー・環境負荷の低減に
つながるグリーンテクノロジーのための機能性材料として広く研究されています。本講座では、環境保全およびエネル
ギー創製につながる先端材料開発の動向を分かりやすく紹介します。
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　中部談話会の 年度行事として標記見学講演会を開催した。あいちシンクロトロン光センター、あいち産業科学
技術総合センター（愛知県瀬戸市「知の拠点あいち」）施設見学を行った。また、シンクロトロン光産業利用コーディネー
タの東　博純氏より、今年 月から利用可能となったＸ線トポグラフィビームライン（ ）を中心にシンクロト
ロン光を利用した粉末の分析事例についてのご紹介、および、知の拠点あいち重点研究プロジェクトを統括しておられ
る石川清秀氏より、プロジェクト概要をご説明いただいた。製薬企業、粉体関連企業、および大学から、 名参加し、
盛況のまま終了した。

プログラム
　　　　　　 ： ： 　受付（受付場所：あいち産業科学技術総合センター 階 講習会室）
　　　　　　 ： ： 　開会挨拶　藤　正督（名古屋工業大学　教授）
　　　　　　 ： ： 　解説講演
　　　　　　　　　　　　　　「シンクロトロン光を用いた粉体の分析およびＸ線トポグラフィビームラインの紹介」
　　　　　　　　　　　　　　東　博純　氏（あいちシンクロトロン光センター　シンクロトロン光産業利用コーディネータ）
　　　　　　 ： ： 　施設見学：あいちシンクロトロン光センター
　　　　　　　　　　　　　　あいち産業科学技術総合センター（高度計測分析機器）

休憩

　　　　　　 ： ： 　解説講演 　
　　　　　　　　　　　　　　「知の拠点重点プロジェクト概要」
　　　　　　　　　　　　　　石川清秀　氏（知の拠点重点研究プロジェクト統括部）
　　　　　　 ： ： 　解説講演
　　　　　　　　　　　　　　「焼かずに作るセラミックス」
　　　　　　　　　　　　　　藤　正督（名古屋工業大学　教授）
　　　　　　 ： ： 　施設見学：知の拠点藤ラボ
　　　　　　 ： ： 　閉会挨拶　山本浩充（愛知学院大学　教授）
　　　　　　 ： 　　　　車で移動
　　　　　　 ： 　　　　交流・情報交換会（柿野温泉　八勝園）

「2017 年度中部談話会　見学講演会」－日本の粉体産業を支える研究・技術－

日　　時：平成 年 月 日（月）
集合場所：あいち産業科学技術総合センター（ ）　 階　講習会室
　　　　　東部丘陵線リニモ「陶磁資料館南駅」下車すぐ
主　　催：粉体工学会　中部談話会
共　　催：粉体工学会　界面特性を利用した粒子設計とプロセス開発に関するワークショップ、
　　　　　名古屋工業大学先進セラミックス研究センター、公益財団法人科学技術交流財団
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　中部談話会では、「私の粉論」と題し、経験豊富なシニアの粉体技術者・研究者からご講演いただく会を毎年開催し
てきた。今年は、医薬品製剤の分野から、エーザイ株式会社の青木茂氏より、医薬品企業の現状と製剤開発についてご
講演いただいた。第 回を迎える「私の粉論」では、発明協会の浅井信義氏から、「粉体から糞体・紛体へ」と題し、
粉体工学発祥の歴史から、宇宙にまつわる粉体技術まで幅広くご紹介いただいた。製薬企業、粉体装置、評価装置企業、
大学から 名の参加があった。講演後も多くの質問が飛び交い盛況であった。

プログラム
　　　　　　 ： ： 　開会のあいさつ　藤　正督（名古屋工業大学　教授）
　　　　　　 ： ： 　【解説講演（医薬品製剤）】
　　　　　　　　　　　　　　「医薬品企業の現状と製剤開発」　青木茂氏（エーザイ株式会社）
　　　　　　 ： ： 　休憩
　　　　　　 ： ： 　【私の粉論その 】
　　　　　　　　　　　　　　「粉体から糞体・紛体へ」　浅井信義先生（一般社団法人発明協会）
　　　　　　 ： ： 　閉会のあいさつ　山本浩充先生（愛知学院大学　教授）
　　　　　　 ： 　　　　交流会

2017 年度中部談話会　研究・技術討論会

日時：平成 年 月 日（木） ： ：
場所：名古屋駅前イノベーションハブ
主催：粉体工学会中部談話会
共催：名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
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　機能性材料を作る上で表面および界面の設計は欠かせない。材料をデバイス化し実用化するために必要な粉体のハン
ドリングや単位操作を含む幅広い分野の研究者が会し、最新の研究について話題を提供しながら深く議論したく、本ワー
クショップを開催した。大学、企業、研究機関より 名が参加し、粉体単位操作から機能性に至るまで、幅広い質疑
が飛び交い白熱した議論を行うことができた。

プログラム
　　　　　　 ： 　　　　 開会の挨拶　（名古屋工業大学　高井千加）
　　　　　　 ： ： 　「複雑な 次元ナノ構造の創製と環境、エネルギー、医療への応用」
　　　　　　　　　　　　　　名古屋工業大学　助教　渕上輝顕氏
　　　　　　 ： ： 　「水酸アパタイトの形態制御と浄化特性の評価」
　　　　　　　　　　　　　　大阪大学　助教　後藤知代氏
　　　　　　 ： ： 　休憩
　　　　　　 ： ： 　「噴霧凍結乾燥法を用いたリチウムイオン電池正極用炭素複合材料の合成」
　　　　　　　　　　　　　　株式会社栗本鐵工所　藤田由季子氏
　　　　　　 ： 　　　　 閉会の挨拶　（名古屋工業大学　高井千加）

2017 年度 第 3 回界面特性を利用した粒子設計と
プロセス開発に関するワークショップ

日時：平成 年 月 日（水）　
場所：名古屋工業大学 号館 階 会議室
主催：粉体工学会
共催：名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
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ニュース：その他

日時：平成 年 月 日（金）
場所：名古屋工業大学 号館 講義室

概要：
　セラミックスを主成分とする様々な機能性材料の中で、表面特性を積極的に活用する固体触媒はエネルギー・化学原
料製造や環境浄化に欠かすことのできない重要な材料として活発に研究されています。特異な機能を有することが知ら
れている希土類酸化物や安価なニッケル触媒での水素製造について高い知見をお持ちの鳥取大学 増井敏行教授と豊橋
技術科学大学 水嶋生智教授をお招きして、エネルギー・環境問題に貢献できる触媒材料の研究動向と今後の展望につ
いて講演をして頂きました。本研究会は、名古屋工業大学が産業技術総合研究所との連携・協力協定に基づく活動とし
て実施中の共同調査研究（テーマ名「パウダーテクノロジーによる天然ガスの基幹化学製品への直接変換プロセスの進
展」）の一環として開催しました。

プログラム
　　「希土類酸化物を用いた環境触媒」
　　　　鳥取大学大学院工学研究科　化学・生物応用工学専攻　教授　増井敏行氏
　　「担持 系触媒上でのエタノール水蒸気改質反応」
　　　　豊橋技術科学大学大学院工学研究科　環境・生命工学系　教授　水嶋生智氏

（増井教授による講演風景） （水嶋教授による講演風景）

環境調和材料研究会開催報告

主催：名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
共催：名古屋工業大学研究協力会、産学官金連携機構
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ニュース：その他

平成 29 年度高度技術研修Ⅰ・Ⅱ

　平成 年度より地域連携の一助となればと思い、高度技術研修を開始した。ご参加いただきました皆様に深く感謝
申し上げる。装置、設備の単純な共同利用ではなく、研究開発の相談・指導までをトータルパックにしてセンターをご
活用いただく入口としていただけると幸いである。

【高度技術研修Ⅰ～レーザー回折・散乱法による粒子径分布測定～】

日時：平成 年 月 日（月）・ 月 日（水） ： ：
場所：名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
　　　駅前地区（クリスタルプラザ）
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ニュース：その他

【高度技術研修Ⅱ～電解放射型走査型電子顕微鏡による材料評価～】

日時：平成 年 月 日（火） ： ：
場所：名古屋工業大学先進セラミックス研究センター
　　　駅前地区（クリスタルプラザ）
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ニュース：その他

平成 29 年度インターンシップ実習生受入

多治見工業高校セラミック科 年生 名が 月 日から 月 日までの 日間、当研究センターを訪れインター
ンシップ実習生として、次のスケジュールで実習を行いました。

透過型電子顕微鏡（ ）で観察する超薄片試料を複合ビーム加工観察装置（ ）で加工し作製しました。その後
ピックアップシステムを使用して取りだしました。 に内蔵する走査型電子顕微鏡（ ）で表面を観察しながら
任意の場所を加工する実習を行いました。

月 日（火）　複合ビーム加工観察装置（ ）を使用して 基盤から試料切片の切り出し

月 日（水）　試料切片切り出しの続きと切り出された試料薄片のピックアップ

月 日（木）　試料薄片のピックアップの続き
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ニュース：その他

教員紹介

Patrik Hoffmann（Guest Professor） 
国際連携グループ

（ ）
（ ）

（ ） （ ）
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ニュース：その他

教員紹介

Sébastien Vaucher（Guest Professor）
国際連携グループ

“ ”
（ ）

（ ）

（ ）
（ ） （

）
（ ）
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ニュース：その他

教員紹介

辛　韵子（シンインシ）特任助教
先進機能材料研究部門 エネルギー材料研究グループ

年 月より名古屋工業大学先進セラミックス研究センター特任助教に着任した辛韵子（シンインシ）と申します。
中国出身で、 年 月に北京化工大学理学部応用化学科を卒業後、広島大学大学院理学研究科化学専攻修士課程に
入学し、 年 月に同博士課程を修了しました。博士課程在学中は、物理化学分野でのナノ材料の作製とその応用
について研究し、特に大きさ 以下の量子ドットに注目しました。量子ドットでは、電子とホールが高度的に閉じ
込められ、状態密度の変化により特別なサイズに依存するバンド構造を示します。これらのバンド構造から生まれた特
別な光吸収性や発光性を用いて、太陽電池、 （発光ダイオード）、バイオイメージングや光触媒など様々な応用が
期待されています。我々が注目したのは環境や人間に優しい、地殻の岩石として豊富に存在しているシリコンです。材
料の作製については、液相パルスレーザーアブレーションを中心とした様々な物理 化学的手法を用いて、シリコン量
子ドットを作製しました。液相中の溶媒の化学構造や物性による生成したシリコン量子ドットのサイズや表面制御への
影響を解明し、可視光波長で発光でき高い発光効率を持つシリコン量子ドットの作製に成功しました。作製した量子ドッ
トを用いて、世界初のシリコン量子ドット系青白光ハイブリッド の開発に成功しました。ハイブリッド は
従来の と比べると、簡単な液相塗布法で作製でき、発光面積が大きく寿命が長いなどの利点により、次世代固体
光源として期待されています。これらの研究成果は ニュース、読売新聞、日経産業新聞等国内のニュースや

（アメリカ科学振興局）、 等、国内外の ニュースに掲載されました。
年 月から先進セラミックス研究センター白井研究室に着任後、マイクロ波を用いたカーボン量子ドットの新

規作製方法の開発に従事しています。また、貴金属の代替材料として利用されている揮発性有機物酸化分解触媒の開発
や、水酸化アパタイトの化学合成、構造解析および酸化分解原理の解明などについて研究を進めています。他には、半
導体ナノカーボン・セラミックス複合材料の開発、多孔質セラミックスの作製や気孔構造の制御及び断熱材の開発にも
取り組んでいます。エネルギー問題を改善する新規機能材料の開発をモチベーションに日々研究に励んでいます。
白井研究室の一員となって、先生や学生さんとともに新しい研究テーマについて実験や勉強しながら進めていくこと

に日々喜びを感じています。特任助教として、学生さんのゼミや普段でのディスカッションを通じて自分の異なるバッ
クグラウンドを生かし新たなエッセンスを研究に盛り込んで新しい展開に導くことを心がけていますが、逆に学生さん
の実験をフォローする際に自分自身が学生さんから学んだり新たな発見ができたり、毎日充実した生活を送っています。
趣味は、旅行と料理を作ることです。日本国内や海外で異なる文化を体験したり、人とコミュニケーションをしたり

することが好きです。自分の料理を振る舞ってみんなの喜ぶ顔を見るのが幸せな瞬間です。私の中華料理をご希望でし
たら白井研究室のパーティーにご参加ください。研究室メンバー全員で歓迎します。


